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実施内容 

（１）研修体制の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）英語教育の状況を踏まえた目標管理 

１ 数値目標（①～⑥の番号は目標管理書の指標内容に対応） 

(1)   高等学校及び中学校 

① 学習到達目標の整備状況（設定・公表・達成状況の把握） 

 東京都教育委員会は、平成 24年２月に策定した「都立高校改革推進計画第一次実施計画」に、

「都立高校学力スタンダード」策定事業を掲げ、平成 25年３月に具体的な学習目標を示した「都

立高校学力スタンダード（平成 25 年度版）」を作成した。また、精査・改訂された平成 26 年度

版では、「現代文 B」、「世界史 A」、「数学Ⅱ」等、８科目の中に「コミュニケーション英語Ⅱ」

を加え、内容の充実を図っている。英語科における学習到達目標、いわゆる CAN－DO 形式での整

 

・講師派遣 

・指導・助言 等 

 

○外国語科指導力向上に係る研修（指導方法、学習評価等） 

○教員の英語力向上に係る研修（英会話、検定試験取得支援等） 

○中核教員の養成 

  ○小学校英語専科教員連絡協議会   

  ○小学校英語語専科教員配置校訪問    

○高等学校英語科教員・ＪＥＴ-ＡＬＴ合同研修（オンライン研修、研究授業） 

○海外大学進学指導に係る講座 

○教員の海外派遣研修（オンライン実施） 

  ○英語科指導教諭による公開授業（小・中・高） 

 

 

東 京 都 教 育 委 員 会 

区 市 町 村 教 育 委 員 会 

高 等 学 校 

東京グローバル１０指定校の成

果普及 

・授業公開 

・生徒による成果発表の公開 

・その他（ウェブサイト等） 

指導・支援 
連携 

授業や発表の参加教員から指定校

の取組について、各校にて伝達 

 

 

 

 

 

○各区市町村での外国語・ 

外国語活動に関する研修 

○小学校教育研究会 

 

 

 

 

 

○各区市町村での外国語科 

に関する研修 

○中学校教育研究会 

中 学 校 小 学 校 

指導・支援 

大学・外部専門機関 

連携 

【小中連携】 

授業公開・情報共有 

・英語専科教員、海外派遣

研修参加者、指導教諭、

教育研究員経験者等が

各校において牽引 

・海外派遣研修参加者、指

導教諭、教育研究員経験

者等が各校において牽

引 

英語教育推進校の成果発表 
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備状況となると現状としては高い数値とは言えないが、平成 27年度は、学力スタンダードを実施

する全ての都立高校において高校入試等の分析結果や前年度の学力スタンダード学力調査問題分

析結果に基づき、自校の「学力スタンダード」の作成を求め、各校のホームページに公表されて

いる。学習到達目標の設定、公表、達成状況の把握目標値としては、令和２年度は、高等学校・

中学校共に 100％とした。令和３年度も高等学校及び中学校共に 100％を設定している。 

② 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 

 令和元年度の結果を踏まえ、令和２年度は高等学校の目標値を 65％、中学校の目標値を 85％に

設定し、目標値を達成すべく取り組んだ。令和３年度も、令和元年度の結果を踏まえ、高等学校

の目標値を 65％、中学校の目標値を 85％として、授業改善・指導力向上研修の充実を図る。ペア

ワークやグループワーク等を含めて、授業内で生徒の言語活動時間の割合を増やす。 

③ パフォーマンステストの実施状況 

 令和３年度の「スピーキングテスト」及び「ライティングテスト」については、高等学校及び

中学校共に、テストの総合計数を全学科数で除した値の目標値を「５」に掲げ、その達成に向け

取り組む。 

 今後、指導に必要な英語力を身に付けさせる研修を一層充実させるとともに、外部機関との連

携を図り、「話すこと」及び「聞くこと」における外国語（英語）表現の能力を評価するパフォ

ーマンステストの実施回数を増やす。 

④ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 

 現状を踏まえ、令和３年度は高等学校の目標値を 100％、中学校の目標値を 80％に設定し、実

現すべく取り組む。英語担当教員が授業において発話を概ね、あるいは半分以上を英語で行うこ

とができるよう、今後は、教員を対象とした外部検定試験の受験を支援していくなど、教員の英

語力向上研修の充実を図る。さらに、授業改善・指導力向上研修を充実させ、どの科目において

も英語の使用割合を増やす。 

⑤ 求められる英語力を有する教師の割合（％） 

 東京都は平成 26 年 12 月に「東京都長期ビジョン」を策定し、「世界をリードするグローバル

都市の実現」を都市戦略に掲げた。そして、その政策指針として、「東京、そして日本を支える

人材の育成」を掲げ、令和３年までに「英検準１級、TOEFLiBT80点以上」の英語能力をもつ英語

科教員の割合を高等学校で 85％以上、中学校で 60％以上となることを目指している。 

令和３年度は令和元年度の結果を踏まえ、高等学校の目標値を 85％、中学校の目標値を 60％と

して研修体制の充実等に取り組む。 

⑥ 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 

令和元年 12 月に公表した「「未来の東京」戦略ビジョン」において、目指す 2040 年代の東京

の姿として、「英語を使いこなせるのが一般的になるなど、海外や実社会に羽ばたき、言葉の壁

を越えてグローバルに活躍する人材が数多く輩出」されることを掲げている。その実現に向けて、

2030 年には、中学生英検３級程度 80％、高校生英検準２級程度 80％を目標に定め、中学生及び

高校生の英語力の向上を図っていく。国が示した目標値「高校卒業段階に英検準２級～２級程度

以上 50％」「中学卒業段階に英検３級程度以上 50％」を踏まえ、令和２年度は、高等学校・中学

校ともに目標値を 60％とし、取組をすすめた。令和３年度も令和元年度の結果を踏まえ、高等学

校・中学校の目標値を共に 60％として授業改善に取り組む。 

〇 英語担当教員に対する研修実施回数（東京都教職員研修センター） 

 令和２年度（2020年度）は、高等学校教員を対象に延べ 35回（１回は半日）の研修を実施し、

延べ 563名が受講した。また、中学校教員を対象に延べ 37回の研修を実施し、延べ 1,015名が受

講した。 

 令和３年度は、教職員研修センターにて、高等学校教員を対象に延べ 25回の研修実施及び延べ 

1,270名の受講を、中学校教員を対象に延べ 20回の研修実施及び延べ 1,120名の受講を目標とし 

て、研修機会と内容の充実に取り組む。 

 

(2) 小学校 

 小学校教員に対する研修実施回数（東京都教職員研修センター） 
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 令和２年度（2020 年度）は、小学校教員を対象に延べ 46 回の研修を実施し、延べ 1,916 名が

受講した。令和３年度は、教職員研修センターで小学校教員を対象に延べ 32回の研修実施及び延

べ 1,920名の受講を目標として、研修機会の拡大と内容の充実に取り組む。 

〇小学校の新規採用者に占める一定の英語力を有する者の割合 

教員採用候補者選考において、一定の英語力を有する者が受験しやすい特別選考等を設定し、

2022年度（令和４年度）は目標値を 15％として取り組み、2025年度（令和７年度）において 50％

以上の者が一定の英語力を有することを目指す。 

 

 

（３）研修の体系と内容の具体 

１ 研修の体系と内容の具体（東京都教職員研修センター） 

(1) 指標に準拠した外国語教育の研修体系・内容の構築 

東京都教育委員会「東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資質の向上に関する指

標」に基づき、研修内容を基礎形成期、充実期及び発展期の段階ごとに設定し、教員がキャ

リアに応じて求められる資質の向上に努められるような外国語教育の研修を構築する。 

(2)教員の英語力・指導力向上 

外部機関や大学等と連携した研修を実施し、教員に求められる英語力の向上（資格取得、授業

を行うのに必要な力）と外国語教育の今日的課題を解決するための指導力向上を図る。 

(3)文部科学省の視学官等や大学教授等を招聘 

   文部科学省の視学官や外国語教育に造詣の深い大学教授等を講師として招聘することで、最新

の情報や指導法等に関する専門的な見識を高める研修を実施する。 

 

２ 令和３年度計画（東京都教職員研修センター） 

 令和３年度 

開設講座数 49 

受講予定数 1,310 

連携機関等 下記記載のとおり 

  

研修名 
受講者    

対象 
目的 

研修    

回数 

受講者        

予定数 
連携機関等 

外国語活動Ⅰ

(外活基礎) 
小・特 

外国語に慣れ親しむための具体

的な教材や授業展開、指導方法に

ついて学ぶ。 

2 70 拓殖大学等 

外国語Ⅰ    

(小基礎） 
小・特 

小学校学習指導要領外国語科の

目標及び内容等を理解し、具体的

な教材や授業展開、指導法、学習

評価の基礎・基本を学ぶ。 

2 50 文部科学省等 

英語Ⅰ      

(中基礎） 
中・特 

中学校学習指導要領の目標及び

内容等を理解し、授業展開や指導

法、学習評価の基礎・基本を学ぶ。 

2 50 文部科学省等 

英語Ⅰ       

(高基礎） 
高・特 

高等学校学習指導要領の目標及

び内容等を理解し、授業展開や指

導法、学習評価、ＡＬＴ等との連

携についての基礎・基本を学ぶ。 

2 50 文部科学省等 

外国語活動・

外国語Ⅱ      

(小応用) 

小・特 
小学校から中学校までの系統的

な指導の在り方について学ぶ。 
2 100 上智大学等 
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研修名 
受講者    

対象 
目的 

研修    

回数 

受講者        

予定数 
連携機関等 

外国語・     

英語Ⅱ      

(小・中応用) 

小・中 

特 

五つの領域の言語活動を通して、

コミュニケーションを図る資

質・能力を育成する指導法や授業

づくりについて学び、中学校英語

の指導力の向上を図る。 

2 50 文部科学省等 

英語Ⅱ     

(中・高応用) 

中・高 

特 

五つの領域の言語活動を通して、

生徒の４技能を養い、コミュニケ

ーションを図る資質・能力を育成

する指導法や授業づくりについ

て学び、中学校・高等学校英語の

指導力の向上を図る。 

2 50 
一般社団法人実用

英語推進機構等 

英語Ⅲ     

(中発展） 
中・特 

「話すこと」の領域において設定

する目標の実現を目指した指導

と評価の一体化を通して、コミュ

ニケーションを図る資質・能力を

育成する指導法を学び、校内で英

語教育を推進する力を高める。 

2 50 文部科学省等 

英語Ⅲ      

(高発展） 
高・特 

「話すこと」の領域において設定

する目標の実現を目指した指導

と評価の一体化を通して、コミュ

ニケーションを図る資質・能力を

育成する指導法を学び、校内で英

語教育を推進する力を高める。 

2 50 文部科学省等 

英語教育中核

教員養成講座 

【Basic】 

小・特 

外国語活動及び外国語科の授業

実践に必要な指導技術を身に付

けられるよう、東京都における英

語教育を推進する上での中核と

なる資質・能力の向上を図る。 

2 50 成蹊大学等 

英語教育中核

教員養成講座 

【Advanced】 

小・特 

外国語活動及び外国語科の授業

実践に必要な指導技術を身に付

け、東京都における英語教育を推

進する上での中核となる資質・能

力の一層の向上を図る。 

2 50 
東京学芸大学等    

文部科学省等 

英語教育推進

リーダー中央

研修還元研修

（平成 27年度

から平成 31年

度事業。今年

度は、産休育

休代替教員等

を対象） 

高・特 

従来の英語教育推進リーダーに

よる還元研修の受講機会を確保

して実施することに加え、英語教

育推進リーダーによる公開授業

及び実践発表、協議を全ての校種

において実施し、最新の指導理論

や方法について研修することに

より、東京都における英語教育を

推進する力を高める。 

4 40 

文部科学省        

「英語教育推進

リーダー中央研

修」受講者 
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研修名 
受講者    

対象 
目的 

研修    

回数 

受講者        

予定数 
連携機関等 

英語 ONE DAY

【Basic】 
小・特 

コミュニケーション体験を通し

て英語に対する苦手意識を克服

し、指導に役立つ英語表現の習得

を図る。 

6 300 外部委託機関 

英語 ONE DAY

【Advanced】 
小・特 

コミュニケーション体験を通し

て英語に対する自信を高め、指導

に役立つ発展的な英語表現の習

得を図る。 

2 80 外部委託機関 

英語ガイド 高・特 

東京の名所等を巡って、英語でガ

イドをするポイントを学び、東京

を英語で案内できる高校生ボラ

ンティア「東京イングリッシュガ

イド」を育成する力を高める。 

3 30 外部委託機関 

英語力ＵＰ  

講座 A 

小・中 

高・特 

外国人講師等の英語による講義

を通して、コミュニケーションに

必要な英語力を高める。 

3 60 外部委託機関 

英語力ＵＰ  

講座 B 

小・中 

高・特 

外国人講師等の英語による講義

を通して、コミュニケーションに

必要な英語力を高める。 

3 60 外部委託機関 

英語力ＵＰ  

講座 C 

小・中 

高・特 

外国人講師等の英語による講義

を通して、コミュニケーションに

必要な英語力を高める。 

3 60 外部委託機関 

英語力ＵＰ  

講座 D 

小・中 

高・特 

外国人講師等の英語による講義

を通して、コミュニケーションに

必要な英語力を高める。 

3 60 外部委託機関 

研修評価方法 

①研修当日の受講者アンケート 

 研修終了後、質問紙法により、理解度・満足度・活用度等の指標に基

づきアンケートを実施。その結果を集計し、分析する。 

②受講者への直接ヒアリング 

 受講者アンケート内容から対象者を選定し、本人へのヒアリング等に

より、研修活用度や学校への普及・還元の状況等を聴取する。 

③上記①②を踏まえ、各研修を総合的に自己評価するとともに、次年度

の研修構築案を策定する。自己評価結果及び次年度研修構築案は、東

京都教職員研修センター運営協議会において報告し、各校種代表校

長、専門家・外部有識者、東京都教育庁指導部各課長等から外部評価

を受ける。 

３ 小学校の新規採用者に占める一定の英語力を有する者の採用 

 教員採用候補者選考の申込区分において、引続き小学校全科（英語コース）を設置するととも

に、特別選考を実施する。 

更に、2021年度（令和３年度）に実施する教員採用候補者選考における大学推薦においては、

一定の英語力を有する者の推薦基準を新たに設定する。 

 

 



目標管理書 令和３年度様式 （様式２）

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 46 100 47 100 100 100
公表（％） 100 20 100 16 100 100 100
達成状況の把握（％） 100 32 100 24 100 100 100

65 49 65 53 65 65 65

　　○スピーキングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 5 2 5 3 5 5 5
コミュニケーション英語Ⅱ 5 2 5 2 5 5 5
コミュニケーション英語Ⅲ 5 1 5 1 5 5 5
英語表現Ⅰ 5 1 5 1 5 5 5
英語表現Ⅱ 5 1 5 1 5 5 5

　　○ライティングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 5 2 5 2 5 5 5
コミュニケーション英語Ⅱ 5 2 5 2 5 5 5
コミュニケーション英語Ⅲ 5 1 5 1 5 5 5
英語表現Ⅰ 5 2 5 2 5 5 5
英語表現Ⅱ 5 2 5 2 5 5 5

　　○スピーキングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 5 5 5 5 5
英語コミュニケーションⅡ 5 5 5 5 5
英語コミュニケーションⅢ 5 5 5 5 5
論理・表現Ⅰ 5 5 5 5 5
論理・表現Ⅱ 5 5 5 5 5
論理・表現Ⅲ 5 5 5 5 5

　　○ライティングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 5 5 5 5 5
英語コミュニケーションⅡ 5 5 5 5 5
英語コミュニケーションⅢ 5 5 5 5 5
論理・表現Ⅰ 5 5 5 5 5
論理・表現Ⅱ 5 5 5 5 5
論理・表現Ⅲ 5 5 5 5 5

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 100 48 100 52 100 100 100
80 74 80 79 85 85 85

⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 55 43 55 47 60 60 60

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 50 100 52 100 100 100
公表（％） 100 14 100 13 100 100 100
達成状況の把握（％） 100 32 100 32 100 100 100

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 85 80 85 84 85 85 85
スピーキングテスト（回） 5 3 5 4 5 5 5
ライティングテスト（回） 5 2 5 2 5 5 5

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 80 81 80 85 80 80 80
⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 55 55 60 57 60 60 60
⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 58 51 58 52 60 60 60

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 100 100
公表（％） 100 100 100
達成状況の把握（％） 100 100 100

独自 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値指標内容

指標内容

2018 2019 2020

2022

2021 2022

2018 2019 2020 2021

2021 2022

③パフォーマンステストの実施状況　

①学習到達目標の整備状況

東京都教育委員会

2018 2019 2020

高
等
学
校

中
学
校

小
学
校

2021

2022
指標内容

新
課
程

2018 2019 2020

現
行
課
程

指標内容

学習到達目標の整備状況

①学習到達目標の整備状況

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％）
③パフォーマンステストの実施状況 

⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％）
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